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（様式第 2号）OIT(入居企業向け)申請書 

令和○○年○○月○○日 

 

(あて先)富谷市長 

 

事  業  申  請  書 

 

Ⅰ 申請者について 

 

申請者情報 

住  所  

会社名・屋号  

代表者名  

連絡先 
TEL： 

Mail： 

構成メンバー 

氏名 グループにおける役割 

  

  

  

  

※ 行が不足する場合は、適宜追加してください。 

 

 

Ⅱ 申請の概要 

 

事業の名称  

事業概要 

（200字程度） 

 

事業費 申請額    円 （総事業費    円） 

申請者については、申請日時点で TOMI+もしくは荷宿への入居者
であることが要件となります。 
※ 構成メンバーについてはこの限りではありません。 

簡潔にご記載ください。 

「Ⅲ 事業計画」の要約をご記載ください。 

申請額の上限は、30万円となります。 
「Ⅲ 事業計画」の「５ 実証にかかる費用」の合計を総事業費に転記してください。 

（参考） 
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Ⅲ 事業計画 

 

１ 課題設定 

 

 

２ 提案内容 

 

 

３ 事業における効果 

 

今回の募集テーマである「富谷の地域活性化を加速させる！」を実現するためには、
現状においてどんな課題があるのかご記載ください。 

「１ 課題設定」にて設定した課題に対して、下記を参考にご記載ください。 
① どんな手段を用いるのか（グループができること） 
② どんな事業を実施するか（グループで実施すること） 
③ なぜ課題解決に結びつくのか 

 
記載の際は、具体的な内容となるようにしてください。 

実証事業を実施することにより、どんな効果が期待できるかをご記載ください。 
※ 数値化できるものは、その根拠を記載願います。 
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４ 事業スケジュール 

月 事業実施内容 

実証前 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

 

５ 実証にかかる費用 

支出科目 予算額 内訳 

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

 円  

合計 円 ※30万円を超える部分は、申請者の負担となります。 

※ 行が不足する場合は、適宜追加してください。 

 

６ 実証事業終了後の展望 

 

 

７ 免責事項 

 申請者及び本実証について連携する者においては、暴力団もしくは暴力団員との関係を有する者 

がいないことを誓約します。 

各月において、上期・中期・下期など可能な限り詳細にご記載ください。 
※ 実証事業の終期は、R6.12.31となります。 

支出科目は、下記を参考にご記載ください。 
（科目種類）人件費、報償費、旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、 

使用料及び賃借料、その他の経費 

実証事業を行ったことによる「事業化に向けた目標」や「横展開への取組予定」等を
ご記載ください。 

同意する場合は「チェックボックス：□」のクリックをお願いします。 
※ Google ドキュメントの場合は、□を削除し、■と入力願います。 


